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プ ロ ジ ェ ク ト の 特 徴

生命科学
の
実 績

・水産学研究の先導
・世界最先端の研究設備

文理融合
・環境科学、生命科学、社会
　科学を一体的に研究

・3名の女性研究者の招聘
　（水産学研究に女性の視点）

女    性
研究者

金学官の
PD、CD

・金融機関からPD、大学、
　県関係者からCDを招聘

・6次産業化戦略ユニットを
   金融機関を柱に実施

金融機関の
積極参加

愛媛大学
南予水産研究センター
旧役場庁舎

地域産業研究
      ・普及センター
(通称:うみらいく愛南)
平成25年4月に開設

旧 小 学 校 

地元地域の支援

医工情報領域の融合技術を活用した製品開発システムの構築による健康関連分野での競争力強化と新産業創出

地域イノベーション戦略

　かがわ健康関連製品開発地域では、地域で蓄積されてきた研究成果や技術（微細構造デバイス技術、光・画像計測
技術、人間支援技術、医療ＩＴ、糖質バイオ）、これらに関する研究開発資源（人材、研究設備等）を活用して、健康関連
分野での新たな製品化、事業化を行い、健康関連産業の創出を目指している。本事業では、産学官金が一体となり連携
して、医療や福祉分野での付加価値が高い製品の研究開発、地域において研究開発を担う技術者育成などに取り組む
ことにより、医療機器や福祉機器などの健康関連分野でのイノベーションを創出する。

事業の内容

1. 地域イノベーション戦略の中核を担う研究者の集積（実施機関：香川大学）
　　香川県地域の強みである工学（微細構造デバイス、光・画像計測等）と医学（先端医療、医療ＩＴ等）を融合させた
　医工連携分野の①生体組織分光断層像における領域抽出、②生体膜分光断層像の定量化処理、③健康福祉機器開発
　における人間機械系設計・解析手法の3研究テーマを推進し、無侵襲血糖値センサー、義肢・義足等の研究開発を行う。

2. 地域イノベーション戦略実現のための人材育成プログラムの開発及び実施（実施機関：香川大学）
　　「地域で必要な人材は自前で育成する」を基本に、地域の教育・研究機関がこれまで取り組んできた社会人を対象と
　した学び直しによる高度技術者育成（香川高専）やMOT（技術経営）養成プログラム（香川大学21世紀源内ものづくり  
　塾）を再編成して健康関連人材育成プログラムを構築し、香川県地域の健康関連産業を支える人材の育成を行う。　　
3. 大学等の知のネットワークの構築（実施機関：かがわ産業支援財団）
　　大学等と企業とのシーズ、ニーズのマッチング実施、技術移転等の支援、研究内容と成果の普及活動、地域企業の
　健康関連産業分野への新規参入の促進など産学官金による医療機器等の研究開発から事業化までの総合マネジメ
　ントを行う。

4. 地域の大学等研究機関での研究設備・機器等の共用化（実施機関：香川大学）
　　工学（微細構造デバイス、光・画像計測等）と医学（先端医療、医療ＩＴ等）を融合させた医工連携分野での研究開
　発に必要な機器設備の維持管理、共用化のための普及活動や技術支援を行い、健康関連製品開発を促進させる。

ライフサイエンス

●研究機能・産業集積高度化地域（平成23年～27年度）

かがわ健康関連製品開発地域
総合調整機関
公益財団法人　かがわ産業支援財団
〒７６１-０３０１　
香川県高松市林町２２１７－１６
TEL０８７-８４０-０３３８

参画機関（太字はプログラム実施機関）
産…一般社団法人　香川経済同友会
学…香川大学、徳島文理大学、香川高等専門学校　他
官…香川県、高松市、三豊市、さぬき市、三木町
金…（株）百十四銀行、（株）香川銀行、高松信用金庫
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　かがわ健康関連製品開発地域では、地域発の技術シーズをもとに医

療ニーズにマッチする健康関連製品を開発するとともに、自らによる事

業化も目指している。民間企業での医療機器の製品開発や事業開発の

経験を活かし、ポテンシャルの高い技術シーズを選んで開発戦略・事業

戦略を構築し、市場を見据えた事業化を進めている。

略歴：昭53年：日立製作所、
平15年：日立ハイテクノロジーズ医用
システム設計部部長を経て、
平23年10月：かがわ産業支援財団技
術振興部産学官連携アドバイザー

プロジェクトディレクター

田 尾 　 龍 治

新流通システムの開発と水産業の6次産業化を目指して～持続可能なえひめ水産イノベーションシステムの構築～

地域イノベーション戦略

　事業の対象地域である愛媛県南予地域に面する宇和海沿岸は、リアス式海岸に恵まれ、高い漁業生産を上げており、

特に養殖業の生産高は日本一の地位にある。本事業では、愛媛大学に新たな研究者を集積するとともに、地域の水産

業を支え、6次産業化を担う人材を育成する。また、地元市町が推進する「宇和海水産構想」と協調し、産学官金の各機

関が協力して宇和海地域の水産業の活性化に取り組むとともに、国内の水産系大学とのネットワークを構築して地域の

状況に即した新たな流通システムの開発と水産業の6次産業化を目指す。

事業の内容

1. 地域イノベーション戦略の中核を担う研究者の集積
  （実施機関：愛媛大学）
　　①ICT等を活用した赤潮・魚病対策技術の研究　②免疫能賦活化養
　殖技術の開発　③モデル海産魚を用いた新魚種の成長･成熟機構の基
　盤研究　④マグロ類の完全養殖を目指した基盤研究　⑤流通システ
　ムの改革による新たな水産ビジネスの構築に関する研究をテーマに、
　全国から5人の研究者を招聘し、「愛媛大学南予水産研究センター」と  
　「うみらいく愛南」に配置。宇和海の水産業に密着した有害赤潮プラン
　クトンの高感度モニタリング技術の開発、カツオ一本釣りの「まき餌」
　の安定確保を目指したカタクチイワシの成熟・産卵に関する研究や輸
　出を視野に入れた愛媛に適合した養殖業における新たな流通システム
　と6次産業化ビジネスモデルの創出等に取り組んでいる。

2. 地域イノベーション戦略実現のための人材育成プログラムの開発及び実施（実施機関：愛媛大学）
　　宇和海における水産業を担う次世代の教育と6次産業化を目指す若手リーダーの育成を行うため、人材育成担当
　者を愛媛大学に配置し、講師による座学、先進地における現地実習や個別自主研究を内容とした漁業関係者向けの
　人材育成講座『水産イノベーションスキル修得講座』を毎月2日、周年開催するとともに、人材育成プログラムの開発
　や「ぎょしょく教育」等に取り組んでいる。「ぎょしょく」とは食だけでなく、触（魚に触る）色（魚の特色）職（魚の仕
　事）殖（魚を育てる）飾（魚の伝統文化）植（魚をめぐる環境）について広く学び、魚食普及を図る取組み。

3. 大学等の知のネットワークの構築
  （実施機関：公益財団法人　えひめ産業振興財団）
　　総合調整機関の「えひめ産業振興財団」に戦略支援プログラムを統
　括するプロジェクトディレクターを配置して、事業展開を企画・構想して
　事業化を促進する。また、水産業界や大学のシーズとニーズの情報を収
　集する地域連携コーディネータを配置して、大学や公設試と漁業団体、
　漁業者や水産関連企業とのネットワークを構築するなど研究から事業
　化まで見通したマネジメントを展開している。
 （ホームページ参照http://www.ehime-iinet.or.jp/inove/）

その他

●研究機能・産業集積高度化地域（平成24年～28年度）

えひめ水産イノベーション創出地域
総合調整機関
公益財団法人　えひめ産業振興財団
〒７９１-１１０１　
松山市久米窪田町３３７－１
TEL０８９-９６０-１１００（代）
TEL０８９-９６０-１１５４（直）

参画機関（太字はプログラム実施機関）
産…愛媛県漁業協同組合連合会、愛媛経済同友会、（株）テクノネットワーク四国
学…愛媛大学
官…愛媛県、宇和島市、八幡浜市、西予市、伊方町、愛南町
金…（株）伊予銀行、（株）愛媛銀行、愛媛信用金庫、宇和島信用金庫、
　　愛媛県信用漁業協同組合連合会
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　えひめ水産イノベ－ション創出地域は、愛媛県の基幹産業である

水産業の活性化を通じての地域振興に取り組んでいる。全国から研

究者を集積し、地域の水産業を支える人材を育成するとともに、地

域の自主的な水産業振興策である「宇和海水産構想」と連携し、水

産業再生に向けた成功モデルを発信していく。

略歴：昭和53年伊予銀行に入行、平成21
年いよぎんキャピタル（株）代表取締役に
就任し、ベンチャー企業の育成・投資業
務に従事。平成24年現職に就任。

プロジェクトディレクター

亀 岡 　 洋 一

■これまでに取り組んできた研究開
　発の成果を、地域のリソースを効果
　的に活用することで、成長市場であ
　る健康関連分野での事業化へと展
　開する。

■事業化を成功させるため、本事業を
　活用することで、研究から事業化ま
　でをマネジメントする医療機器開発
　の専門家や研究者などを招聘し、
　本県地域における人材面での強化
　を図っていく。

平成25年2月12日開催　研究成果報告会

12.24 12.18


